
 

                                                     

○日 時 平成３０年11月8日（木） 13時30分～ 

○会 場 島根県立大学 本部棟2階 特別応接室 

○会見者 清原正義 理事長・学長 

○会見項目 【３キャンパス共通】 

・「島根県公立高等学校長協会と島根県立大学・島根県立大学短期大学部との 

懇談会」について                ･……………………〔資料1〕 

 

【浜田キャンパス】 

・第16回 西周シンポジウムの開催について     ･……………………〔資料2〕 

○資料提供 

項目 

【３キャンパス共通】 

・平成30年11月試行調査（プレテスト）における報道対応等について 

･……………………〔資料3〕 

 

・平成30年度保健管理センター健康教育講演の開催について 

･……………………〔資料4〕 

 

・平成30年度「カケハシ・プロジェクト」（対日理解促進交流プログラム）への 

採択について 

･……………………〔資料５〕 

 

【出雲キャンパス】 

・反射材着用推進リーダー「キラリ推進隊」について 

･……………………〔資料６〕 

 

・看護栄養学部 推薦入試の出願受付開始について 

･……………………〔資料７〕 

 

・島根県農業協同組合との包括的連携協定の締結について 

･……………………〔資料８〕 

○行事予定 

 

【浜田キャンパス】 

・島根県立大学総合政策学会特別講演会 

  演題：「トランプ外交」とは何か——歴史からの問い 

  講師：西崎 文子（にしざき ふみこ）氏 

（東京大学大学院総合文化研究科 教授） 

……………11月30日(金)14時50分～16時20分 ＠浜田キャンパス 講堂 

 
※会見及び資料提供に関する問い合わせは、資料に記載されている担当者あてにお願いします。 

 なお、行事予定の問い合わせは、以下のとおり、お願いします。 

 

   浜田キャンパス 企画調整室 TEL  0855-24-2201 

   出雲キャンパス 管理課   TEL 0853-20-0200 

   松江キャンパス 管理課   TEL 0852-26-5525 

 

※次回の定例記者会見は 平成３０年12月13日（木）13:30から開催予定です。 

定例記者会見資料 

 



 

【資料 1】 

「島根県公立高等学校長協会と島根県立大学・島根県立大学短期大学部との懇談会」 

◆日時：平成 30年 11月 29日（木） 14：30～17：00（キャンパスツアーは 14：00～） 

◆場所：島根県立大学 出雲キャンパス 3号館 北会議室 

●目的 

本学の学生が取り組んでいる活動を知っていただくとともに県内の公立高等学校等と本学との

連携をより深めていくことを目的として開催する。お互いの信頼関係を築き、連携・協力するこ

とにより地域貢献に資する新たな取組などへ繋げていく。 

また、懇談会開始前にこのたびの学部再編により増設された新棟も含めて、出雲キャンパス内

を見学できるキャンパスツアーを実施し、出雲キャンパスの学習環境についても紹介する。 

●内容 ※詳細は、「進行表」参照 

・島根県立大学の現状および展望についての説明 

・各学部の紹介および各キャンパスの学生または卒業生による取組等の発表 

・意見交換 

※懇談会開始前に出雲キャンパス内をご案内するキャンパスツアーを実施。（希望者のみ） 

【進行表】 

時間 内 容 

14：00 キャンパスツアー （希望者のみ） 約 20分 

14：30 懇談会開始 開会挨拶 

14：35 島根県立大学の現状および展望についての説明 

14：45 学部説明 （浜田キャンパス総合政策学部） 

14：47 活動発表① 15分 質疑応答 5分         ＜浜田キャンパス＞ 

「本当はすごい！江津市庁舎－文化的地域資源としてのその魅力と可能性を考える－」 

15：07 学部説明 （出雲キャンパス看護栄養学部） 

15：09 活動発表② 15分 質疑応答 5分         ＜出雲キャンパス＞ 

「デンマークで見つけよう！Road of 幸福度 No.1しまね」 

15：29 学部説明 （松江キャンパス人間文化学部） 

15：31 学部説明 （短期大学部） 

15：33 活動発表③ 15分 質疑応答 5分         ＜松江キャンパス＞ 

「Catch my dream !～卒業生からのビデオ・レター～」 

15：53 休憩 

16：03 意見交換 約 50分 

16：55 閉会挨拶 

17：00 閉会 

●出席者（予定） 

 ・島根県立高等学校長、松江市立高等学校長、島根県立特別支援学校長 

 ・清原理事長・学長、副理事長、各キャンパス〔副学長、学部長、学科長、アドミッションセ

ンター長・副センター長〕外 

平成 30年 11月 8日 

島根県立大学 浜田キャンパス 

担当：地域連携課 河部 

電話：0855-24-2396 
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◉お問い合わせ：島根県立大学企画調整室　☎ 0855–24–2201
　　　　　　 津和野町教育委員会（郷土館）　☎ 0856–72–0300◉申込不要

立斎広重《東京汐留鉄道舘蒸汽車待合之図》／国立国会図書館デジタルコレクション

プログラム

〈講演〉
・黒住真［東京大学名誉教授］
　「日本の哲学思想における西周の意義」

〈第1回西周賞授賞式〉
・受賞者：藤野真挙［東義大学校（韓国）助教授］
　「西周の法思想と教思想
　　　─ 「思慮」ある「激怒」が蠢く秩序 ─ 」

・審査委員長講評 印刷博物館 館長 樺山紘一
・受賞者記念スピーチ

［哲学思想史から見た西周］
テーマ

【資料2】



 

（裏面へ続く→） 

平成 30年 11月 8日  

島根県立大学 浜田キャンパス  

担当：竹口・松﨑 

電話：0855-24-2203 

【資料 3】 

取材についてのお願い 

－ 試行調査（プレテスト）の円滑な実施に御協力をお願いします。－ 

  

 １ 本学における試行調査実施内容 

   本学が設置する島根県立大学試験場では、「Ａ日程」にて試行調査を実施し、「国語」

と「数学①」の２教科のみを実施します。 

  

２ 報道関係の窓口 

報道関係者への対応は、本学の試験場本部の広報担当者が行いますので、試行調査に

関する問合せ等については、次の者にお願いします。 

 

担 当 者：島根県立大学 教育研究支援部長 中澤信善 

電 話 番 号：0855-24-2282 

集合時間・場所：島根県立大学本部棟玄関ロビー 12時 30分 

 

３ 試験場での取材 

試験場での取材は、あらかじめ許可を得てください。 

取材の際は、各社記者証を提示し、腕章等で報道関係者であることを明示願います。 

  

４ 試験室内での撮影 

⑴ 本学が指定する試験室に限り、「国語」のテスト開始前にテレビ、写真の撮影を許可し 

ます。 

⑵ 試験室における撮影は、準備時間を含め、12時 55分から 10分以内とします。 

⑶ 撮影に当たっては、受検者に動揺を与えないようにするとともに、必ず広報担当者の

指示に従ってください。  

⑷ 受検者が特定できるような撮影は、行わないでください。  

⑸ 問題を映す、問題の内容に触れるコメントの報道等、問題の内容が分かるような報道

を下記６の問題等の発表時間前に行わないでください。  

⑹ 本学が指定する試験室以外の試験室及び試験室のある建物への立入りはできません。

⑺ 指定した場所以外での敷地内取材はお控えください。 

  

５ 不測の事態発生時の取材 

不測の事態が発生してテストが中止された場合などにおいても、必ず広報担当者の

指示に従ってください。 

  



 

 

６ 問題及び正解等の発表 

問題及び正解等は、「国語」については、大学入試センターのホームページにおいて

11月 10日（土）19時 00分（予定）に発表します。  

「数学①」については、翌日にＢ日程において同一の問題を使用して試行調査を実施す

ることから、同ホームページにおいて 11月 11日（日）18時 30分（予定）に発表しま

すので、公表日時にご注意願います。 

  

７ その他 

⑴ 受検者へのインタビューは、本人及びその保護者に確認の上で行ってください。具体

的な問題内容に触れるコメント等は、上記６の問題等の発表時間以降に報道すること

とし、それ以前に行わないでください。 

⑵ 本試行調査の詳細については、大学入試センターにお問い合わせください。 

（連絡先：大学入試センター総務企画部総務課広報係 電話 03-5478-1316） 

 

 













 

 

【資料 4】 

平成 30年度保健管理センター健康教育講演の開催について 
 

１． 演  題  名  

「心の持ち方と食事次第で健康になれます！」 

  

２． 目   的     

  講演を通じて、学生、教職員、地域住民の方に日ごろからの心の持ち方、食生活の重要

性を理解していただき、生活習慣病予防し、元気で健康に長寿を得ることに役立てても

らうこと。 

 

３． 日時／場所 

【第 1回目】平成 30年 11月 28日（水）15時１0分～16時 30分 

                   ／〔浜田キャンパス〕 講義棟 中講義室 6 

【第 2回目】平成 30年 12月 5日（水） 13時 10分～14時 40分 

／〔松江キャンパス〕大講義室 

【第 3回目】平成 31年 1 月 23日（水）13時 10分～14時 40分 

／〔出雲キャンパス〕5号館 中講義室 

 

４．内   容 

北欧のある国で1974年から15年かけてどのような健康管理法が効果的なのかを調査す

る検討が行われました。その結果、過保護的・他律的な健康管理は、健康を守ることには

ならず、逆に、依存、免疫不全、抵抗力低下、要するに不健全な状態をもたらすことが指

摘されました。また、東北大学名誉教授・近藤正二先生が 1935年から 36年かけて、北海

道から沖縄の八重山諸島に至るまでの全国津々浦々990 か所を自ら出向いて行った調査

「日本の長寿村短命村」によると、長寿、短命の分かれ道は食生活であることが分かりま

した。最近では、この二つの研究結果が科学的に証明されるようになってきています。昨

年、Lancetという超一流の医学雑誌に近藤先生が発表したと同様の食事内容が死亡率減少

と相関するという報告がなされました。 

 今回は、どのような心の持ち方・食事法が健康長寿に導くかを実際の例を提示しながら

詳しく説明します。そして、なぜ、そのような方法が生活習慣病予防になるかについて、

私たちが最近、証明したデーターも加えながら解説します。この講座を機会に、日ごろか

らの心の持ち方・食事法の重要性をご理解されて、生活習慣病にならない健康長寿の体に

なられることを期待します。 

５．講   師 

公立大学法人島根県立大学保健管理センター長   秦 幸吉（はた こうきち） 

   島根県立大学 出雲キャンパス 看護栄養学部 教授。 

島根医科大学卒業。医学博士。日本産科婦人科学会認定産婦人科専門医・指導医。

日本超音波医学会認定超音波専門医・指導医。香川県立保健医療大学名誉教授。日

本ファンクショナルダイエット協会認定シニアケトジェニックダイエットアドバイザ

ー。 

 

６．対 象 者  学生、教職員、参加希望の一般の方  ※申し込み／参加費  不要。 

         （直接会場へお越しください。） 

平成 30年 11月 8日 

島根県立大学 出雲キャンパス 

保健管理センター 担当 大前 

電話：0853－20－0200 



 

 

【資料 5】 平成 30年 11月 8日 

島根県立大学 国際交流ｾﾝﾀｰ 

担当：国際交流課 岩本・雪吹 

TEL：0855-25-9063 

 

日本政府（外務省）が推進する対日理解促進交流プログラムの一環で北米地域を対象に実施する

交流事業「カケハシ・プロジェクト」に島根県立大学が採択されました。本学の選抜された学生 11

名がハワイで日本文化（島根の文化）を伝え、国際社会における対日イメージの向上や日本への関

心を増進することを目的に活動をおこないます。 

 現地では、現地大学生向けに、プレゼンテーションとパフォーマンスをおこないます。 

 ・プレゼンテーション１ 「石見神楽：進化し続ける伝統芸能」 

・プレゼンテーション２ 「小泉八雲の怪談が開く『心の扉』」 

・プレゼンテーション３ 「『愛してる』を方言で言ってみよう!」 

・パフォーマンス１「耳なし芳一」/ パフォーマンス２ 「飴を買う女」 

 概要 

 派遣先：ハワイ ※山形大学との合同実施 

 派遣期間：平成 30年 12月 9日（日）～12月 16日（日） 

 派遣学生：11名（浜田キャンパス 8名・出雲キャンパス 3名） 

 引率教員：ヘネベリー・スティーヴン准教授 

 

 事業スケジュール 

 事前研修（計 3回）     ：9月～11月のうち以下のとおり 

 ハワイ派遣         ：平成 30年 12月 9日（日）～12月 16日（日） 

 報告会（ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ等）    ：平成 30年 3月末日まで 

 

 事前研修 

第１回 石見地方の伝統芸能「石見神楽」を学ぶ 

 平成 30年 9月 29日（土）13:30 ～平成 30年 9月 30日（日） 

 場所：アサリハウス（島根県江津市浅利町１６６−２） 

第２回 小泉八雲を学ぶ（講師：小泉凡館長） 

 平成 30年 10月 14日（日）10:00 ～16:00 

 場所：小泉八雲記念館等 

第３回 最終プレゼン練習 

 平成 30年 11月 17日（土）10:00 ～16:00 

 場所：島根県立大学出雲キャンパス 

 

 当事業の趣旨（カケハシプロジェクト募集要項より抜粋） 

■概要 

対日理解促進交流プログラムは、日本政府（外務省）が推進する事業であり、日本とアジア大洋州、北米、欧州、中

南米の各国・地域との間で、対外発信力を有し、将来を担う人材を招へい・派遣するものです。 

カケハシ・プロジェクト （KAKEHASHI Project）は、「対日理解促進交流プログラム」のうち北米地域を対象とした交

流事業です。米国派遣事業では 1 年間でおよそ 350 人規模の将来を担う人材（高校生・大学生・大学院生等）を原則

として 8日間程度派遣します。 

■目的 

日本と米国との間で、対外発信力を有し、かつ将来を担う人材を派遣し、政治、経済、社会、文化、歴史及び外交政

策等に関する対日理解の促進を図るとともに、親日派・知日派を発掘し、また、日本の外交姿勢や魅力等について、

本事業参加者から積極的に発信してもらうことで対外発信を強化し、我が国の外交基盤を拡充することを目的として

います。 

日本政府（外務省）が推進する平成 30年度カケハシ・プロジェクトに 

島根県立大学が採択され、ハワイで活動をおこないます 



 

 

【資料 6】 

 

 

 

反射材着用推進リーダー「キラリ推進隊」について 

 

１．趣旨 

   出雲警察署では、毎年、日没時間が早まるこの時期に、模範となって反射材を身に

付ける反射材着用推進リーダー「キラリ推進隊」を関係団体及び大学、高等学校へ委

嘱されています。「キラリ推進隊」は、自らが率先して反射材を着用して外出すること

で、着用しているキラリ推進隊の姿を見た方に対して「自ら着用しようという気運」

を醸成することを目的とされています。 

この取組に対し出雲キャンパスでは、昨年度から学生自治会が委嘱を受け、活動を

行っています。 

また、本学では、防犯対策として、毎年新入生オリエンテーション時に出雲警察署、

かわと交番の方にお越しいただき、防犯の講演を実施しています。大学周辺地域にお

いては、過去に不審者出没事例などもあり、学生自身が自衛の自覚と心構えを持つこ

とを目的に護身術講習会も例年実施しています。 

さらに、10 月 10 日には、出雲警察署と包括的連携・協力に関する協定を締結し、学

生の安心・安全な学生生活の実現に向け、今後より一層連携していくこととしていま

す。 

 

２．企画者 

   出雲警察署交通課 

 

３．対象 

   出雲キャンパス学生自治会 

 

４．委嘱期間 

   委嘱の日から１年間 

 

５．委嘱式 

日時：平成３０年１０月３１日（水）１６：３０～１７：３０ 

場所：出雲警察署 ２階講習室（出雲市塩冶有原町２丁目１９番地） 

 

 

平成30年11月8日 

島根県立大学出雲キャンパス 

担当者：河瀬一美・坂田栄一郎 

電 話：0853-20-0200(代) 



 

 

【資料 7】 

 

島根県立大学看護栄養学部（出雲キャンパス） 

平成 31年度 推薦入試の願書受付開始について 

 

１．推薦入試について 

   看護栄養学部では、島根県内の高等学校等を対象に推薦入試を実施します。下記の

推薦入試に関しまして、11 月 8 日(木)から 15 日(木)まで、出願を受付けます。 

   ○一般推薦  ：島根県内の高等学校又は特別支援学校高等部を対象とします。 

   ○地域特別 A ：島根県隠岐郡内にある高等学校を対象とします。(看護学科のみ) 

   ○地域特別 B ：「過疎地域自立促進特別措置法」に基づく島根県内の過疎地域のう

ち、本学が指定した地域にある高等学校を対象とします。(看護学

科のみ) 

○専門高校・ 

総合学科推薦：島根県内の高等学校の職業学科もしくは総合学科を対象とします。 

 

２．募集人員 看護学科    40名 (推薦入試の募集人員には、「地域特別Ａ・Ｂ」「専門高

校・総合学科推薦」の募集人員を含みます。) 

       健康栄養学科 20名 （「専門高校・総合学科推薦」の募集人員を含みます。） 

    

３．出願資格 

   詳細は平成 31年度学生募集要項 推薦入試 をご確認ください。 

 

４．試験日程 

入試区分 
大学入試セン

ター試験 
出願期間 (個別)試験 合格発表 

推
薦
入
試 

一般推薦 平成 31 年 

1 月 19 日(土) 

1 月 20 日(日) 

平成 30 年 

11 月 8 日(木) 

～  

11 月 15 日(木) 

平成 30 年 

12 月 8 日(土) 

12 月 9 日(日) 
平成 31 年 

2 月 12 日(火) 
地域特別Ａ・Ｂ

（※） 平成 30 年 

12 月 8 日(土) 専門高校・総合

学科推薦  

平成 30 年 

12 月 14 日(金) 

（※）看護学科のみ実施 

  ※出願期間最終日の取扱い：持参の場合は、最終日 17 時 15 分事務室必着。 

郵送の場合は、最終日消印有効。 

平成30年11月8日 

島根県立大学出雲キャンパス 

担当者：工藤祐司・坂田栄一郎 

電 話：0853-20-0200(代) 
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島根県農業協同組合との包括的連携協定の締結について 

 

１ 経緯 

（１） 島根県農業協同組合（以下「JAしまね」という。）は、これまで地域の資源を活かし、希望 

と活力に満ちた農業を実現するために、水と緑と人を育み、豊かな大地と食を次世代に引き

継ぐことを基本理念にしている団体です。 

（２） 現在まで、島根県と JA しまね斐川地区本部との産学官連携事業で、「島根県産米の特性の見

える化」についての受託研究、JAしまね石見銀山地区本部との「石見銀山和牛の品質評価と

商品の提案」の受託研究なども行っています。また、現在まで島根県立大学出雲キャンパス

（以下「県立大学」という。）ではエゴマの商品開発などを地元企業などと積極的に行い、実

際に販売中の商品も数多くあります。今後も JAしまねと県立大学とが協力し、地域食材を活

用した商品開発、基礎研究分野での連携を図る事で両者にとって大きな成果が期待されるた

め、このたび、包括的連携協定を締結することになりました。 

 

２ 協定締結の趣旨 

（１） 連携協定を結ぶことにより、食と農と環境といった島根県の次世代にも引き継げるテーマを

共同で行うことができる。すなわち、米をはじめとした農産物等に関する基礎研究・分析に

ついて県立大学の持つ人的資源、知的資源、物的資源の活用ができる。 

（２） 学生の社会貢献・地域交流として JAしまねが開催するイベントに協力できる。 

（３） その他、連携活動を進めて行く中で新たな連携事業を行う。 

 

３ 連携事項 

（１）食と農と環境をテーマにした題材についての企画・研究に関すること。 

（２）米をはじめとした農産物等に関する基礎研究・分析に関すること。 

（３）県立大学と JAしまねの持つ人的資源、知的資源、物的資源の活用に関すること。 

（４）人材育成及び栄養学・医学等の学術の発展に関すること。 

（５）学生の社会貢献・地域交流に関すること。 

   

４ 調印式の概要 

 日 時：平成３０年１１月２６日（月） １０:３０～１１：００ 

 会 場：松江市殿町 19-1 島根ＪＡビル 

 次 第：両者代表あいさつ 、協定内容説明、調印、質問受付 

 出席者：島根県農業協同組合 代表理事組合長 竹下正幸 ほか 

     公立大学法人島根県立大学 理事長 清原正義 ほか 

平成30年11月８日 

島根県立大学出雲キャンパス 

担当：管理課 安立 

 (TEL)0853-20-0200 


